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図 1 Ti50Ni44Fe6 合金における固相アモルファス化の前駆段階(整合相非整合相(CIC)相転移)の電子顕微鏡その場観察．照射条

件は，加速電圧 2.0 MV，照射温度 20 K，照射強度 7.7×1019 m－2 s－1．

図 2 Ti50Ni44Fe6 合金における固相アモルファス化の電子顕微鏡その場観察．照射条件は，加速電圧 2.0 MV，照射温度 22 K，照

射強度 1.7×1024 m－2 s－1．(a1e1)明視野像，(a2e2)(a3e3)電子回折図形．
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TiNi合金のアモルファス化現象についてはこれま

で多くの研究がなされてきたが，この金属間化合物の

アモルファス化が例外的に極めて容易である根源は未

解明のままである．近年，TiNi系合金におけるアモ

ルファス化が，同合金のマルテンサイト(M)変態と密

接に関連していることが見いだされ(1)，中でも二次に

極めて近い整合(C )非整合( IC )相転移を示す

Ti50Ni44Fe6 合金では，極めて特異な固相アモルファ

ス 化 現 象 を 示 す こ と が 明 ら か と な っ た(2) ．

Ti50Ni44Fe6 合金 C 相の高加速電子照射に伴う構造変

化の電子顕微鏡その場観察結果を図に示す．C 相の

形成に起因するインデックス A で示す散漫な衛星反

射は，照射の進行とともに強度が低下するとともにそ

の位置が変化した(図 1a図 1c)．これは CIC 相転移

に対応する．さらに，照射を続けると，インデックス

B で示す散漫な衛星反射が出現した(図 1e)．図

に，固相アモルファス化の電子顕微鏡その場観察結果

を示す．電子回折図形において，インデックスBで示

す位置に散漫な衛星反射は，アモルファス化の初期で

は照射量の増加とともに強度が増加し(図 2a図
2c)，あるしきい値を境に強度は減少に転じた(図 2c
図 2e)．最終的に，散漫な衛星反射は消滅し，アモル

ファス単相が形成された(図 2e)．このようなアモル

ファス化に伴う散漫な衛星反射の出現と消滅は，格子

欠陥の導入によって誘起される特異な格子軟化と関連

性があると考えられた．
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